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研究目的

多種・多様な小学校英語活動

必修化に備えて（あたって）の小・中連携

小学校の「外国語活動」として、ひとつの方向性を見いだすことができるのか

連携を進める上で重要な要素であると思われる
小学校と中学校の教員の意識の違いを調査

小学校での「外国語活動」を前提として中学校の英語科教育を考える必要性



小中連携教員意識調査

1. 小学校教員・中学校英語科教員による座談会を通じた、意識の分析と調査の準備

2. 小学校、中学校における、相互の連携を意識した授業の観察・調査

「小学校英語活動と中学校英語の連携についての総合的研究
－研修の実態と教員の意識調査－」（平成19年度～平成21年度科学研究助成 ）

3. 小学校外国語活動についての小学校教員・中学校教員の意識調査・分析（試行）

4. 小学校外国語活動についての小学校教員・中学校教員の意識調査・分析（本調査）

5. 中学校教員の中学校1年生に対する入学時の英語力についての意識調査・分析

6. 優れた連携実践の条件についての調査

7. 実践例の映像資料の作成と分析



小学校教員意識本調査

主に関東近郊の小学校教員1,138名(男性368名、女性760名、無解答10名)

調査対象

調査方法

「研修経験の有無」および「小学校英語経験年数」で群分けした上で分析

小学校教員意識施行調査結果（小泉他、2008）に基づいて調査用紙を改訂

研修経験の有無および小学校英語経験年数による意識の相違
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「小学校英語活動で行いたいこと 」
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「小学校英語活動で行うべきこと 」
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「小学校英語活動で育っている力」
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「小学校英語活動で育てるべき力」
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「小学校英語教育の体制づくり 」
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「学級担任に望まれる役割」
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「小学校英語教員研修の在り方 」

2.00

2.50

3.00

3.50

2.00

2.50

3.00

3.50

研修なし 研修あり

１. 初任者研修に位置づける
２. 校内研修を充実する
３. 校外の研修（国、県、市町村など公的機関などの主催）に参加する
４. 校外の研修（民間団体や民間企業などが主催）に参加する
５. 校外の研修（近隣の大学が主催）に参加する

1.50
1 2 3 4 5

0年以上 1年以上 3年以上

1.50

00

1 2 3 4 5

0年以上 3年以上 7年以上



「小学校英語教員研修の内容」
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「小中連携のための協力体制」
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「中学校への波及効果」
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１０. 既に学んでいるぶん新鮮味がなく、関心や意欲が少なく
１１. 既に学習差が認められ、授業がしにくく
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「小学校英語教育における課題」
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まとめと今後の展望

小学校英語教員研修経験の差が意識の違いへと影響を及ぼす

中学校教員を対象とした本調査で、小中教員間の意識の差を探る

特区などを含む全国の県教育委員会宛の郵送調査を実施し 研修の実態を探る特区などを含む全国の県教育委員会宛の郵送調査を実施し、研修の実態を探る

小中連携のあるべき姿とは？

連携に必要な研修のあり方は？



Thank You Very Much

小学校中学校英語教育連携研究会（PETSET）
連絡先： mkoizumi@tokyo-kasei.ac.jp
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